２００６年２月７日


帝 人 株 式 会 社

当社は、このたび2006年～2008年の３ヵ年の中期経営計画『 STEP UP 2006 』を策定しました。

現中期経営計画「WING 2003」では、ＲＯＡを7.6％と計画していたのに対して実績見込みが8.7%、Ｄ／Ｅレシオは0.9と計画していたのに対して実績見込みが0.9と、目標とした経営指標は達成する見通しですが、中長期的には持続的発展のための長期ビジョンと事業戦略、新事業創出が、短期的にはポリエステル繊維事業の再構築が、課題として残されました。

今後、当社は5～10年後に目指す姿としての「経営ビジョン」、常に立ち返るべき価値観・行動原理である「経営基本方針」を定め、事業ポートフォリオの変革と新事業創出のための研究開発力の強化を重点課題として、長期的な基軸の定まったグループ経営を行います。

経営ビジョンの実現に向かって、今後3年間に挑戦すべき課題と戦略を集約したのが、今回策定した中期経営計画『 STEP UP 2006 』です。

中期経営計画『ＳＴＥＰ ＵＰ ２００６』の概要

Ⅰ. 長期経営ビジョン

     当社は5～10年後に目指す姿として次の「長期経営ビジョン」を定めました。

　    ※ 帝人の目指す「グローバルエクセレンス」

● 事業戦略と業績、コーポレートガバナンス、ＣＳＲがグローバルに三位一体で運営されている。
〔ＲＯＥ15％以上〕  〔営業利益年成長率２桁〕  〔新製品売上比率30％〕

● Ｍ＆Ａ等を含め、売上高1,000億円規模の新規事業群を創出している。

※ 新中期経営計画の位置付け

	中 期 経 営 計 画
	中 期 課 題

	００年～０２年
	前進2000
	利益ある成長

	０３年～０５年
	WING 2003
	全社収益力の再構築・強化

	０６年～０８年
	STEP UP 2006
	飛躍に向けた事業変革

	長期ビジョン
	グローバル・エクセレンスの獲得


Ⅱ. 中長期経営基本方針

    「長期経営ビジョン」達成に向けて長期的視点によるグループ経営を進めるに当たり、常に立ち返って確認すべき価値観・行動原理として「中長期経営基本方針」を定めました。

Ⅲ. 中期経営戦略 － 「安定経営」から「創造経営」へ

　　

１．現中期経営計画では、「全社収益力の再構築・強化」を最大の課題として、Ｍ＆Ａを含む積極策により拡大した業容の安定に注力してきました。今回策定した『 STEP UP 2006 』では、長期ビジョンを達成するため、化学・バイオ素材分野においては高機能素材、ソリューション分野ではヘルスケアなどを成長のドライバーとして、新たな「創造」に向けた経営戦略を推進します。
２．長期ビジョンを達成するため、成長のドライバーとなる事業へ投入資源を傾斜配分し、成長性と収益性の高い「自動車・航空機」「情報・エレクトロニクス」「ヘルスケア」「環境・エネルギー」の４つの市場で、環境と人に配慮した「化学・バイオ素材」と「ソリューション」の提供に注力します。

３．新事業創出の研究・開発戦略を推進するため、市場重視型の開発を強化するとともに、コーポレート研究と事業研究との連携、積極的なアライアンスやＭ＆Ａにも取り組みます。

４．積極的な戦略投資を担保するための先行投資リスク管理など、戦略リスクマネジメントの強化と、独立した戦略・計画を立案すべき事業単位（ＳＢＵ）で評価を行うマネジメントシステムの改革を実施します。

Ⅳ. 中期計数計画

   2008年に達成を目指す計数目標を次のとおり設定しています。

■ 全社目標（経営指標）

	Ｒ Ｏ Ａ
	１０％以上

	Ｒ Ｏ Ｅ
	１２％以上

	Ｄ/Ｅ比率
	０．６～０．７


　   ■ 損益・資産・投入資源のイメージ　　　　　　　　     （億円）
	
	２００５年
	２００８年
	増　減

	売 上 高
	９，４００
	１１，０００
	＋ １，６００

	営業利益
	７７０
	１，０００
	＋ ２３０

	当期純利益
	３００
	５００
	＋ ２００

	EBITDA
	１，２９０
	１，７００
	＋ ４１０

	総 資 産
	９，１００
	１０，０００
	＋ ９００


　　　　　  ※ EBITDA ： 営業利益＋減価償却費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （億円）

	
	０３～０５年
	０６～０８年
	増　減

	設備投資
	１，７７０
	３，０００
	＋ １，２３０

	減価償却費
	１，５７０
	１，８５０
	＋ ２８０

	研究開発費
	９４０
	１，１００
	＋ １６０

	人　員(人)
	１９，３００

（2006年3月末）
	２０，０００

（2009年3月末）
	＋ ７００


■ 事業別業績のイメージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （億円）
	
	売  上  高
	営 業 利 益

	
	０５年
	０８年
	増減
	０５年
	０８年
	増減

	合成繊維
	２，５５０
	３，１００
	＋５５０
	１４０
	３００
	＋１６０

	化 成 品
	２，７００
	３，１００
	＋４００
	４１０
	４５０
	＋４０

	化学素材事業

合計（比率）
	５，２５０

(56%)
	６，２００

(56%)
	＋９５０

( - )
	５５０

(65%)
	７５０

(67%)
	＋２００

(+2%)

	医薬医療
	１，０５０
	１，２００
	＋１５０
	２００
	２５０
	＋５０

	流通･リテイル
	２，６００
	３，０００
	＋４００
	６０
	７０
	＋１０

	ＩＴ/新事業他
	５００
	６００
	＋１００
	３０
	５０
	＋２０

	ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

合計（比率）
	４，１５０

(44%)
	４，８００

(44%)
	＋６５０

( - )
	２９０

(35%)
	３７０

(33%)
	＋８０

(-2%)

	全社・消去他
	―
	―
	０
	－７０
	－１２０
	－５０

	合　計
	９，４００
	１１，０００
	１，６００
	７７０
	１，０００
	＋２３０


Ⅴ. 重点事業課題

  以上の戦略や計画に基づき、新中期経営計画において取り組むべき重点事業課題は次のとおりです。

■ 飛躍に向けたポートフォリオ変革

１．「選択と集中」の視点での投入資源の傾斜配分

（１）これまでの事業グループ別のマネジメントから、企業価値増大への貢献度と成長の持続可能性という基準で次のとおりＳＢＵ(＊)を再編し、新たなポートフォリオ経営を行います。
【 成  長 ＳＢＵ】 企業価値増大に向けて、帝人グループを牽引していく事業

【安定収益ＳＢＵ】 安定的に企業価値増大に寄与していく事業

【 再  建 ＳＢＵ】 企業価値増大に寄与できておらず、再建を急ぐ事業

	
	成長ＳＢＵ
	安定収益ＳＢＵ
	再建ＳＢＵ

	
	長期視点での積極的資源投入
	安定収益とキャッシュフロー確保
	抜本策による再建実施

	合成繊維
	パラアラミド繊維、

炭素繊維、ＰＥＮ繊維
	
	ＰＥＴ繊維

	化 成 品
	ポリカーボネート

ＰＥＮフィルム・樹脂
	ＰＥＴフィルム・樹脂
	

	医薬医療
	医薬医療
	
	

	流通･リテイル
	
	流通･リテイル
	

	Ｉ　Ｔ
	
	ＩＴ
	


＊「ＳＢＵ」＝ミッション、経営資源、製品・サービス、顧客、競争相手などによって明確

に区分することができ、且つ、独立した戦略・計画を立案すべき事業単位。

（２）ＳＢＵ別の投資戦略は、３年累計で次のとおり計画しています。

	
	設備投資
	研究開発費
	ＥＢＩＴＤＡ

	
	現中期
	新中期
	現中期
	新中期
	現中期
	新中期

	成長ＳＢＵ
	６０％
	７５％
	７０％
	７０％
	７０％
	７０％

	安定収益ＳＢＵ
	１０％
	１０％
	１０％
	５％
	２０％
	２０％

	再建ＳＢＵ
	２０％
	１０％
	１０％
	５％
	１０％
	１０％

	コーポレート他
	１０％
	５％
	１０％
	２０％
	
	

	3年累計（億円）
	1,770
	3,000
	940
	1,100
	3,200
	4,700


① 「成長ＳＢＵ」の戦略的拡大

【目標】成長ＳＢＵの売上高比率５０％、営業利益貢献度８０％

	ＳＢＵ
	事  業  展  開

	パラアラミド繊維

・炭 素 繊 維
	●先端技術と用途展開力による高シェア確保　

●市場拡大に対応した戦略投資

	ポリカーボネート
	●アジアＮＯ．１堅持と積極拡大の継続

●加工製品事業の強化と幅出し

	ＰＥＮ

(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾅﾌﾀﾚｰﾄ)
	●高機能な独自素材の強みを活かしたフィルム・樹脂・繊維分野での積極拡大

	医薬医療
	●医薬品・在宅医療の一体運営

●特化領域でのグローバル事業拡大

●在宅医療第二、第三の柱育成


② 「安定収益ＳＢＵ」の 収益・キャシュフロー確保

【目標】安定収益ＳＢＵとして、３年累計「ＥＢＩＴＤＡ」９００億円確保
	ＳＢＵ
	事  業  展  開

	ＰＥＴフィルム
	●先端市場（ＦＰＤ分野等）の積極拡大

●損益分岐点の引き下げ（固定費削減）

	流通・リテイル
	●「企画・提案型商社」機能の強化

●リスク管理の徹底

	ＩＴ
	●アライアンスを含めた事業基盤の強化

●新成長事業（｢GRANDIT｣ 他）の育成・強化


③ 「再建ＳＢＵ」（ポリエステル繊維事業）の抜本的収益改善

【目標】赤字脱却と安定収益の確保


● 両者の知見・ノウハウの合体と開発営業強化による機能性分野の拡大

● 技術共有化による開発素材の衣料用、産業用展開

● ＰＥＮ繊維等高機能素材の拡大

● 組織統合による総合力強化と効率化


● 機能性分野の商品に特化

● 売値改善、販売費・管理費等削減

● グローバル連携強化


● タイ ： 機能衣料・非衣料拡大

● インドネシア ： ユーティリティコスト削減、労働生産性向上

２．「注力４市場」への事業シフト

高い成長性と収益性が期待できる「自動車・航空機」「情報・エレクトロニクス」「ヘルスケア」「環境・エネルギー」の４分野で、帝人グループの保有する技術との親和性が高く、且つ、高度なアプリケーションが要求される開拓ポテンシャルの高い市場を絞り込み、注力市場担当役員主導による特定顧客との連携強化など、グループ総合力を結集した取り組みを行います。

【目標】全社増分営業利益の８０％以上を「注力４市場」で確保

	注力

市場
	成長ＳＢＵ
	安定収益ＳＢＵ
	再建SBU
	新事業

	
	ﾊﾟﾗｱﾗﾐﾄﾞ･

炭素繊維
	ポリカーボネート
	ＰＥＮ
	医薬医療
	ＰＥＴ

フィルム
	流通・

リテイル
	ＩＴ
	ＰＥＴ

繊維
	

	自動車
	●
	●
	●
	
	●
	●
	
	●
	●

	航空機
	●
	
	
	
	
	
	
	
	●

	情報・

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
	●
	●
	●
	
	●
	●
	●
	
	●

	ヘルスケア
	
	
	
	●
	●
	
	●
	●
	●

	環境・

ｴﾈﾙｷﾞｰ
	●
	●
	●
	
	●
	●
	
	●
	●


注：上記の表は、各ＳＢＵの注力４市場での展開を示しています。

■ 新規事業創出のための研究・開発戦略

　    コーポレート研究費の拡大（現中期比倍増）
１．市場重視型研究・開発への傾斜

● 注力４市場で特定顧客との連携強化

２．研究・開発強化と新事業の創生

● 当面の重点研究・開発分野

     ＊ 新炭素材料

     ＊ バイオプラスチック

     ＊ 高機能電子材料

● 自社開発に加え、積極的なアライアンス、Ｍ＆Ａの推進

Ⅵ. 持続的な企業価値増大に向けて

■ 事業運営

事業戦略、コーポレートガバナンス、ＣＳＲの三位一体で持続的な企業価値増大を実現します。

■ 株主還元

従来の長期安定配当から転換します。

　　　【中期配当方針】 「連結業績に連動した配当」

　　　　　　　　　　　　今回の中期期間中は戦略投資を行うため、当面は配当性向

２０～３０％を目標とします。

以    上


見通しに関する注意事項

当資料に記載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、記載された将来の計数数値、施策の実現を確約したり、保証するものではありません。　　　　　　　


          【当件に関するお問合せ先】

              帝人株式会社   広報・ＩＲ室

（東京）宇佐美・本多（TEL:03-3506-4055   FAX:03-3506-4150）

                （大阪）光 田・杉 本（TEL:06-6268-2763   FAX:06-6268-3010）

飛躍に向けた事業変革





中期経営計画『ＳＴＥＰ ＵＰ ２００６』





◆  グローバルエクセレンスの獲得


◆　化学・バイオ技術とビジネスソリューションで持続的成長


◆　新事業創出による成長加速





◆ 企業価値の増大を追求する


・ステークホルダーの期待に対し、中長期的な企業価値増大によって応える。


・戦略構想とリスクマネジメントに基づく経営活動を行う。


◆ 持続的発展を志向する


　・顧客から高い信頼を得て、持続的・発展的な事業展開を目指す。


　・ガバナンスシステムの向上と社会的責任を果たすことにより、持続的な発展を目指す。


◆ 革新性を重視する


　　・顧客、社会が期待する革新的な化学技術とソリューションの創出を追求する。


・日々の改善を着実に進めながら構造改革にも挑戦する。





＜ 重点課題 ＞





◆ 飛躍に向けたポートフォリオ変革


・成長事業への投入資源の傾斜配分


・収益力の高い「注力４市場」へのシフト


◆ 新事業創出のための研究・開発戦略の推進





衣料繊維事業と工業繊維事業の統合（２００６年４月１日）


【 帝人ファイバー(株)で一体運営 】





帝人ファイバー(株)の構造改革





海外子会社の収益性向上
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